
女子バスケットボール部 春季南部支部選手権 二回戦 

13 – 20 

13 - 12 

大宮北 48           80 浦和一女 

6 – 17 

16 - 31 

得点    # 26るい 14  #18りと 9  #23この 9  #83かな 8  #13えみ 4  

リバウンド # 23この 17  #83かな 9   #0せな 6  #26るい 5 

スティール # 23この 4    #83かな 4  #26るい 3  #13えみ 2  #9らい 1   

第１Ｑ 13－20 

 先制点を許すが#23 このがファウルをもらい FT2 本を決めて 2-2、1 分過ぎ 4-5 から 4-12 と一女に流れを

奪われる。#26 るいがレイアップを決め 6-12、2 分半ほど得点が止まり我慢比べ、6 分過ぎまでに 6-15 とさ

れるものの、13-18 と流れを呼び込むがブザービーターを決められ 13-20 の 7 点差、大宮北 3P0/3、2P5/14、

OR5、DR6、TO11、浦和一女 3P1/5、2P7/19、OR9、DR5、TO9とリバウンドに差が出た入りとなった。 

第２Ｑ 13－12 

大宮北 3P1/7、2P5/10、OR3、DR11、TO12、浦和一女 3P1/6、2P3/21、OR5、DR8、TO7、一進一退の中

最大得点差 10 点に抑えるものの一女の DF に苦しみミスは減らずシュート数が不足、何とか粘り 26-32 の 6

点差で試合は後半へ。 

第３Ｑ  6－17 

 勝負の第 3Ｑ、開始 2 分半ミスとリバウンドで負け 0-4 の入りとなる。5 分、28-41 とリードを広げられて

苦しい展開の中#26るいが負傷退場、8分までにで 28-49と 21点差とされるが、粘りを見せて 32-49の 17点

差で最終 Qへ。大宮北 3P0/6、2P2/12、OR2、DR11、TO10、浦和一女 3P0/6、2P7/22、OR7、DR11、TO4、

ORで負け、ミスが減らずに得点差を広げられてしまった。 

第４Ｑ 16－31 

 大宮北 3P2/8、2P4/11、OR4、DR2、TO7、浦和一女 3P3/8、2P9/17、OR8、DR6、TO3、リベンジを目指

すチャレンジャーとしてはもう一歩戦いきれずの敗戦となった。TOの減少、シュート数増加、リバウンド力

向上、課題はさらに明確となった。次へ、インハイ予選に向けてスタートである。 


